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　　 龍谷大学「大津エンパワねっと」は学生と地域が

　　協働してまちづくりに取り組むプログラムです。

×
➡ ➡

※エンパワ 6期生･･･2013 年度後期から「地域エンパワねっとⅠ・Ⅱ」に取り組んでいる学生たちです。

第 12 回

地域の方々のご尽力を実感
　事務職員として、2013 年度から関わらせて頂い

ています。直接学生と話す機会は多くありませんが、

「地域エンパワねっとⅠ」「同Ⅱ」の報告会への参加

などで、地域の方々のご尽力により学生が大きく成

長する機会を与えて頂いていることを実感すると同

時に、私も大学生の時にこのような取り組みに関わ

りたかったなあ、と羨ましく思っています。地域の

皆様におかれましては常日頃から大変お世話にな

り、この場をお借りして感謝申し上げます。
野澤  信孝  さん

龍谷大学
社会学部教務課の

スケジュール・お知らせ

月

    8 日 ( 火 )：大津エンパワねっとを進める会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（瀬田東）

  11 日 ( 金 )：「地域エンパワねっとⅡ」   
　　　　　　　　　　　　　第 1回  全体講義

2013 年度　「地域エンパワねっとⅠ」

  【プログラム】

　・ 学生による活動発表

　・ポスターセッション

　・ 全体講評

報告会を開催しました！

報告会
STEP 2 STEP 3➡「地域 Ⅰ」

第6期生

　　今年度の「地域エンパワ

ねっとⅠ」報告会は、前夜か

ら降った雪で足元の悪い中、

地域の方々３０名余りを含め、

約１００名の参加を得て開催

されました。

　　　　　　　　　　　　　　まず、中央地区、瀬田東学

区の順で各チームの口頭報告を行いました。報告内容は、

問題意識とテーマを決定するに至った活動経緯、そこから

学んだことや成果、今悩んでいること、どういった課題を

導き出したか、今後の活動の展望、地域の方々への

問いかけ等で、学生たちは報告の仕方やスライド

に工夫を凝らしていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　後半は、ポスターセッションで、前半の口頭

発表では提示しきれなかった活動の詳細などを

　今回は６期生ということで、これまでの先輩の活動に学び

ながら、それを受け継ごうとするチームもありましたが、そ

れは、地域の方々とともに積み重ねて

きた活動の成果があってこそでき

ることだということを強く感じ

ました。また、各チームに寄せ

られたご感想、コメントには、

学生たちのこれからの活動に大

きな期待が寄せられており、それに

応えるべく、「地域エンパワねっとⅡ」に取り組んでいかな

　　　　ければならないと思いました。

　　　　　　最後になりましたが、お忙しい中、報告会にお

　　　　　越しいただいた皆様に感謝申し上げます。

エンパワ 6期生が、

成長していく姿を

見守り、指導をした

授業担当教員

のメッセージです

●全体的に発表の仕方にひねりのあるものでした。テーマの内容も短期的に解決できるものではなく

　長期的な視点でコツコツ取り組むべき内容です。さらなる活躍と発展を期待します。

●中央で 3チームが連係プレーをやっている事は大変良い

　ことと思います。今後この地区でのマンション住民はこ

　れ以上になる可能性があり、マンション住民と古い地区

　での住民がもっと密なつきあいをしていくことが必要に

　なってくると思います。ついてはこのテーマを根強く、

　7期生、8期生と継続していってほしいと希望します。

笠井

高松
筒井

脇田

写真や図表、パソコン等も

用いながら、見てくださる方々に懸

命に説明しました。それに対して、

地域の方々は熱心に耳を傾け、質問

やアドバイスをしてくださいました。

（授業担当教員　高松 智画）

　　全体講義の前半で行ったさまざまなワークシ

ョップは皆さんの緊張を和らげるためだけのもの

ではなく、地域や大学生活でぜひ自分たちでも

使ってほしいスキルの紹介でもあります。「地域

エンパワねっとⅠ」で終える人にも、地域での学

びは大きなものだったでしょう。「地域エンパワ

ねっとⅡ」に進む人は成果を出すことに急くかも

しれませんが、心は穏やかに、チームは仲良く、

まずはあと半年。

●この取り組みが学生のやる気や将来につながると思う。

　小さな事でも結果として残せるものは地域に残してほし

　い。地域の新たな発見にもつながると思う。

●地域の活性化を学生を巻き込

　んで 試みることは新しい切り

　口かなと思います。どのよう

　に試みを発展していけるかに

　ついて、今後考えていってほ

　しいと思います。

●地域活動に参加し、課題から問題点を

　決めることは大切で良い。

報告会に参加して
＝ ご参加いただいた方の感想文より ＝
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報告会
STEP 2 STEP 3➡「地域 Ⅰ」

第6期生

14 日 ( 金 )：卒業生を送る会
　　　　　　　　（エンパワ 4期生）

③

  17 日 ( 木 )：大津エンパワねっとを進める会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中央）

第6期
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２０１４年 

１ 月１９日 （日）

9:30 ～ 12:00

龍谷大学瀬田学舎

8号館 103 教室
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　　　　　　全体講義やチームでの話し合い、地域で

　　　　　の活動などを通じて多くのことを学んだと思い

　　　　ます。その過程では、自分たちが決めたテーマな

　　　のに何をしたいのかわからなくなったり、どんな地

　　　域活動に参加したらよいのかわからなくなったりし

　　ました。また、チーム内での意見の食い違いや情報の

　共有がうまくできないなどの問題もありました。それら

の紆余曲折はすべて皆さんの糧となっています。それらは

きっと、　「地域エンパワねっとⅡ」に活かされ、もっともっ

　　とがんばることができるはずです。期待しています。
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4

4
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●前半で自ら学んだことを結果で出す。

　後半の活動に期待します。

　　私が担当している中央地区でいえば、｢BOSS｣、「こ

けし」、「カラフル豆」、「めろん」　の 4チームは、いず

れも先輩たちの活動テーマを継承しつつ、それを発展

させようとしています。その一方で、まちづくり会社

や民間企業ともコラボして活動するチーム「BWCO4」

は、これまでにない新たなテーマに挑戦しています。

　「地域エンパワねっとⅡ」では、これらの各チームの

　　　活動がどのように展開していくのか、

　　　　　　　　　　　　　楽しみにしています。

　　１年半ぶりに「地域エンパワねっと」を

担当しました。６期生は、人数はやや少なめで

したが、その分まとまりがあったように思います。

瀬田東の４チームは、それぞれに特色あるテーマ設定を

していたので、チームの活動報告を聞くのが楽しみでした。

実際に地域に出て、自分の目で、耳で確認しないと分から

ないことがたくさんある、という気づきをこれからも大切

にしてほしいと思います。　


